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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、改良したジオポリマー等によりジェットデフレクター

等を止水し、併せてドライウェル下部を補修する施工法を実験及びシ

ミュレーションにより評価する。 

また、ジオポリマーにより被覆される燃料デブリ性状を把握した上

で、廃棄体としての長期寿命を評価することにより、施工から廃棄物

管理までを考慮したPCV下部の止水及び補修工法を確立することを目的

として、以下の項目を行う。 

１）PCV底部デブリ性状評価 

 ２）PCV底部最適止水・補修材評価 

 ３）PCV底部止水・補修材施工シミュレーション 

 ４）廃棄体閉じ込め性能評価 

２．総合評価 Ａ 
・燃料デブリ取り出しにおいて、デブリの切削粉を含む汚染水をPCV内

に閉じ込めることは、極めて重要ながら大変困難な課題である。これ

に対し、ジオポリマーでジェットデフを閉止するアイデアを提案し、

ジオポリマーの特性試験や1/6スケール試験、シミュレーション解析

等により、成立可能性を提示することに成功したことは大変優れた成

果であり、今後の廃炉工法への反映が期待できる。 

・なお、中性子吸収剤や水素再結合触媒等の添加物、ジオポリマー廃棄

体の研究成果については、ジオポリマー施工の課題解決との関連性に

おいてより明確かつ定量的な説明が必要と考えられる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


